
秋田県における農地集積の 
取組について 

平成２６年１１月２５日 

秋田県農地中間管理機構 

（公益社団法人 秋田県農業公社） 

 (Akita Agriculture Public Corporation ) 

資料３ 



１ 農地集積に当たっての問題意識 
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 本県農業の概要 

○雄物川、米代川、子吉川の三大水系に沿って肥沃な耕地が展開し、水田面積は全国３位。 
○ほ場整備率は８０％を超え、１戸当たりの経営面積は2.5haで全国平均1.8haの１．４倍 
○認定農業者数9,600経営体は、全国第４位。 
○しかし、農業産出額1,877億円のうち、米が1,204億円で64％を占め、米に大きく依存。 

全国における本県農業の地位 作物別農業算出額の上位品目 

担い手の確保・育成と「人・農地プラン」作成状況 

（１）担い手の確保・育成状況（平成25年度末） 
  ・認定農業者数：   ９，６００経営体（全国第４位） 
  ・農業法人数：     ５３８法人 
  ・集落営農数：     ６３９組織 
  ・新規就農者数：     ２０７人/年 

（２）「人・農地プラン」の作成状況 
 

 25全市町村、398地区 3,047集落を対象に県内全域で作成済み 
          

（１）農業生産及び担い手の状況 

実数
全国にお
ける地位

東北にお
ける地位

資料

総農家数 59,971戸 19位 4位

販売農家数 47,298戸 10位 3位

主業農家数 9,193戸 23位 4位

農家人口 195,138人 10位 4位

農業就業人口 71,805人 14位 4位

耕地面積 150,100ha 6位 3位

　　田 130,700ha 3位 1位

　　畑 19,400ha 23位 6位

　　耕地率 12.9% 19位 4位

ほ場整備率 81.3% - - 農地整備課調べ

1戸当たり経営耕地面積 2.5ha 3位 2位
2010年農林業センサス

耕地面積調査

農業算出額 1,877億円 19位 5位
平成24年度

農業算出額

区分

2010年農林
業センサス

平成24年耕
地面積調査

順位 品目
算出額
(億円）

１位 米 1,204

２位 豚 157

３位 鶏卵 59

４位 りんご 41

５位 肉用牛 39

６位 生乳 31

７位 すいか 22

８位 ねぎ 20

９位 トマト 18

１０位 きゅうり 18

H24生産農業所得統計より
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 県農業の課題 

○  米の消費量の減少や価格の下落傾向が続いていることを踏まえ、米に依存した生
産構造から転換することが喫緊の課題 

○  一方、担い手への集積率は増加してきているものの、売上高が大きい農家の割合

は全国比で小さく、規模拡大等によって地域農業を牽引する担い手農家を育成する
ことが必要 

農業産出額の推移 担い手への集積率の推移 
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このため、米依存からの脱却や担い手の育成等を主眼とした  
「ふるさと秋田農林水産ビジョン」を策定（本年６月） 



県の取組方針と農地中間管理機構 

 
１ 構造改革の加速化 

 （１）強い担い手づくり 

  ・経営の規模拡大や複合化、新規就農者の確保・育成、法人化 

 （２）複合型生産構造への転換 

  ・園芸メガ団地の整備、周年農業の促進、６次産業化 

 

２ 中山間地域対策 

 ・園芸作物の生産に向けた水田の畑地化や地域特産物の生産拡大 

 

３ 構造改革を支える水田対策 

 ・飼料用米や大豆等の作付拡大、大区画ほ場整備 
 
 

 

ふるさと秋田農林水産ビジョン（H26～29年度) 
（農政改革対応プラン） 

園芸メガ団地の整備等により農業の構造改革を進めることで、農地利用の最適化
に向けた農地流動化が進む見込み → 担い手への集積・集約化を進める好機  

農地中間管理機構を活用し、担い手への集積率を、 
現状の６６％から今後１０年間で９０％に増加させることを目標 
                            （年間3,200haの農地集積が必要） 
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国の農政改革に対
応し、生産数量目標
の配分廃止までの４
年間、緊急かつ集
中的に実施。 
 



２ 農地中間管理事業の推進状況・進め方 
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秋 田 県 

県推進チーム（本庁） 

地域振興局 
推進チーム（出先機関） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市町村 

農業委員会 

地域農業再生 
協議会等 

（市町村、ＪＡ、農業委員
会、土地改良区など） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋田県農業会議 

ＪＡ秋田中央会 

土地改良事業団体
連合会 

（２）推進体制 

指導・支援 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋 田 県 農 業 公 社 
（ 秋田県農地中間管理機構 ） 

農 地 集 積 課 （ １ ２ 名 ）  農 地 改 良 課 （ ３ 名 ）  

農 地 管 理 部  

業務委託 
（マッチング等） 

１．役員体制の強化 
  → 経営能力を有する秋田県商工会連合会専務理事、秋田県農業法人協会会長を新たに理

事に追加。 

２．機構の業務推進体制の強化 
  → 新たに機構本部に農地集積課等を新設するとともに、人員を大幅に拡充（６名→15名） 

３．市町村等との連携 
   → 農地保有合理化事業を通じて築き上げてきた信頼関係を基に業務を市町村等へ委託し、

現場における適正なマッチング等の実施体制を整備 

－６－ 
 

 推進体制の整備 

市町村やＪＡがそれぞれ
どのような役割を担ってい
るか、分かるようにしてい
ただくと良いと思います。
（９月の研修における熊本
県の資料を参考にしてく
ださい。） 

目  的：県関係各課と農地中間管 
      理機構が連携強化を図り 
      事業の推進を図る。 
メンバー：農地中間管理機構 
       担い手支援担当課 
      土地改良事業担当課 
内  容： 情報の共有及び連絡調整 



  
  

  
  

 ・県内３ブロックでの市町村担当者説明会 （５月） 

 ・市町村、ＪA職員を対象とした業務研修会 （６月、２日間） 

 ・各市町村の説明会に職員派遣（４２回、延べ約2700人） 

 ・認定農業者、農業法人等の説明会に職員派遣 

 ・農業法人協会、認定農業者協議会、商工会議所役員等の意見交換を実施 

 ・市町村広報等での事業ＰＲ、農家向けリーフレットの配布 

 ・秋田県種苗交換会等の農業イベントでの相談コーナー設置 （１０月～） 

 
 

 

制度の周知 

八峰町峰浜地区説明会 
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農地の貸借り相談 市町村ＪＡ職員を対象とした業務研修会 

第１３７回秋田県種苗交換会 

○市町村を主体にＪＡ等の関係機関と連携しながら制度の周知、相談窓口の設置や推進体制 
    を整備。 
○稲刈終了にあわせて６万部のリーフレットを作成し全農家配布、また、説明会や相談会を集 
    中実施中。 

 制度の普及活動 
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 重点地区の推進 

○ 県では、「ふるさと秋田農林水産ビジョン」に基づき、園芸メガ団地の整備や田畑
輪換が可能な圃場の整備等を進めており、農地中間管理機構は、これらの動きを
支援する形で、各地域で新たに設立される法人に農地を集積・集約化する取組を
重点的に進めている。  

○ このため、重点地区を以下の４つのタイプで設定する考え。 

  ①大規模農業法人の設立による農用地の効率利用 

  ②野菜戦略作物を主体とした経営による農用地の高度化利用 

  ③耕作放棄地の解消等、中山間地域での農用地の効率利用 

  ④モデル地区設置の目的に沿うもの 

現在のモデル地区 

沿岸部A市a地区 園芸メガ団地構想の対象地域で、基盤整備を機に設立された法人に農地を集積し、
米、ダリアやネギ等の複合経営を目指す。 

沿岸部B市a地区 田畑輪換が可能となる農地の整備を進めており、これを機に設立された法人に農地
を集積し、米、大豆、りんどう、アスパラガス等の複合経営を目指す。 

内陸部A市a地区 園芸メガ団地に近接する地区において、新たに設立する法人に農地を集積する。 

内陸部B市a地区 圃場整備事業を機に法人への集積・集約化を進め、米、ネギ等の複合経営を目指す。 



③ ②のうち機構の農用地借受面積（11月現在）     

 借受希望した経営体数  借受希望面積 

法人 新規参入   法人 

1,455 207 6 8,111ha 3,451ha 

 貸付希望者  貸付希望面積 

1,068 1,216ha 

 件数  面積 

337 364ha 

○７月から借受希望の公募を全市町村で開始。実面積で８，１１１haの借受希望。 
 

○貸付希望は随時受付中。１０月末時点では、１，０６８戸から１，２１６haの申込み。 
 

○１２月には、これまでに借受が済んだ３６４haを担い手に転貸予定。 

① 借受希望者の応募状況（第１回目） 

② 貸付希望者の申込み状況（10月31日現在） 

 

 第１回 平成２６年７月１日～７月３１日 

 第２回 平成２６年１０月１０日～１１月１０日 

 第３回 平成２６年１２月１９日～平成２７年１月２６日 

公募区域：３４３区域（全２５市町村） 
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 借受公募の実施状況等 

このスライドのみでは、本
年度これからどうするの
かという疑問が残る形と
なるため、出し手の発掘
など、本年度の残り期間
でどのような点を重点的
に行う考えなのか説明し
た方がよいと思います。 



３ 農地中間管理機構を活用した地域の動き 
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○従来の米偏重から、園芸メガ団地の整備と基盤整備による大区画化を併せて進めることにより
地域雇用を確保し、効率性・収益性の高い米・大豆・園芸作物の複合経営の確立を目指してい
る地域。 

 
○当該地域のうち、本年度から基盤整備を開始した１地区において、新たに設立する法人に30ha
の農地を集積する計画。（基盤整備が完了したＡ～Ｃの地区では、平成25年度に公社が計
210haを３つの法人へ集積済み。） 

  
○これらの取組により、地域全体における担い手への集積率は約９割まで上昇する見込み。 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

園芸メガ団地 
 トマトハウス 104棟
(6ha) 

○合理化事業により公社が保有し、貸付済み

（H25） 59名 Ａ法人
70名 Ｂ法人
60名 Ｃ法人

（小計） 189名

○中間管理事業により公社が保有し、貸付予定

（H27） 24名 公社 Ｄ法人

○地区面積２５７haのうち公社が２４０haを中間保有

公社 ８９．２ha
４２．６ha

７８．７ha

２１０．５ha

３０．０ha

 モデル事例① （内陸部Ａ市ａ地区） 
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機構を介して法人への 
農地集積を進める地区 



○ この基盤整備を契機に法人が新たに設立されており、機構を通じて当該法人に農地の
８０％（５９ha）を集積させる予定。 

○ 排水不良で畑作物に不向きな地区であったが、大豆、りんどう、アスパラガス、小菊
による複合経営の確立を目指すため、田畑輪換が可能となる基盤整備事業を実施中。 

農地中間
管理機構 

アスパラ ４．１ha

りんどう ２．９ha

小　　菊 ２．９ha

合　　計 ９．９ha

園芸メガ団地

 モデル事例② （沿岸部Ｂ市 ｂ地区）  
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※赤塗り部分が法人に集積される農地 



４ 農地中間管理事業を推進する上での課題 
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 ４ 課題と対応 

（２）支所体制の整備 

（１）出し手農家へのＰＲ強化 

（３）企業参入や新規就農者の確保 

○来年度以降、借受農地の区画拡大や排水対策等の条件整備要望に迅速に対応するため、地域ごとの 
 整備需要に応じて順次支所を設置することとしている。 
 

○しかし、支所の設置については、業務に精通している人材が不足しており、市町村や関係機関と連 
 携し、人材確保を図ることが急務となっている。 

○農業への企業参入については、県内でも平成２１年以降農地を借受けた企業が１５社あり、今後も 
 増加が期待されている。関連企業へのダイレクトメールなどの情報提供や、商工関係者等との意見 
 交換を実施するなど、農業外への情報発信機会の拡大を図る必要がある。 
 

○平成２５年度の新規就農者は２０７名（新規学卒者２０名、Ｕターン就農者１２６名、新規参入者６１名）と 
 なっており、近年回復基調にある。県の新規就農総合対策事業とタイアップし、将来の担い手とな 
 る新規就農者の経営基盤確立に向け、優良農地の貸付け・営農支援を積極的に進める。 

○制度スタート時は、出し手農家が殺到し、受け手農家が見つからないのではないかとの危惧を抱い 
 ていたが、現時点では逆の状況となっている。 
 

○農地の量的集積だけでなく、分散錯圃の解消を図るためには、権利調整の対象となる出し手農地が 
 絶対的に不足しており、出し手農地の確保が大きな課題である。 
 

○このため、これまで主に進めてきた受け手側に対するＰＲに加え、高齢農業者等を対象とした説明 
 会やリーフレットの配布などによる周知を図るほか、農業委員会が行う農地調査と連携し、出し手 
 農家の掘り起しをより強力に進める必要がある。 
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